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同和推進担当者連絡会



ネ
パ
ー
ル
王
国
カ
ト
マ
ン
ズ
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発

ト
ラ
ス
ト
（
Ｌ
Ｄ
Ｔ
）
事
務
所
に
て
、
二
月
七
日
開

催
さ
れ
た
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
運
営
委
員
会
に
、
考
古

学
者
上
坂
悟
氏
、
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
、
櫻
井
英
幸

国
際
文
化
部
長
、
入
西
智
彦
同
次
長
と
共
に
参
加
い

た
し
ま
し
た
。

停
滞
気
味
の
マ
ヤ
堂
修
復
事
業
方
針
検
討
の
た
め

の
今
回
の
運
営
委
員
会
開
催
に
あ
た
り
、
日
本
仏
教

徒
と
し
て
の
使
命
を
痛
感
し
つ
つ
、
前
向
き
で
和
や

か
な
会
談
と
な
る
こ
と
を
心
が
け
る
と
共
に
、
ユ
ネ

ス
コ
の
勧
告
を
尊
重
し
な
が
ら
互
い
の
相
違
点
の
解

消
に
努
め
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
臨
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

当
日
は
ネ
パ
ー
ル
王
国
の
政
情
不
安
を
反
映
し
、

急
な
内
閣
改
造
に
遭
遇
し
、
一
時
は
委
員
会
の
開
催

も
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
お
陰
様
に
て
予
定
通
り
日

程
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
有
り
難
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
委
員
会
前
後
に
タ
ム
ラ

カ
ー
文
化
観
光
民
間
航
空
大
臣
閣
下
（
Ｌ
Ｄ
Ｔ
委
員

長
）
や
ユ
ネ
ス
コ
・
カ
ト
マ
ン
ズ
事
務
所
の
北
村
嘉

明
氏
と
も
親
し
く
会
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
け
た
こ
と

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

運
営
委
員
会
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｔ
側
よ
り
ガ
ウ
チ
ャ
ン
副

委
員
長
、
シ
ュ
レ
ス
タ
事
務
局
長
、
建
築
家
テ
ィ
ワ

リ
氏
、
ポ
カ
レ
ル
氏
、
仏
教
僧
ス
ダ
ル
シ
ャ
ン
師
、

ネ
パ
ー
ル
大
蔵
省
顧
問
森
田
徳
忠
氏
等
十
三
名
、
全

日
仏
側
よ
り
五
名
の
出
席
に
よ
り
、
熱
心
な
討
議
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

以
下
委
員
会
に
お
け
る
討
議
内
容
の
要
点
と
合
意

事
項
を
列
記
い
た
し
ま
す
。

１
、
本
事
業
の
正
式
名
称
は
「
マ
ヤ
堂
の
発
掘
さ
れ

た
考
古
学
的
遺
跡
の
保
存
、
マ
ヤ
夫
人
像
の
再
安
置
、

シ
ェ
ル
タ
ー
」、
略
称
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
・
マ
ヤ
デ
ビ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
決
定

２
、
マ
ヤ
堂
修
復
に
あ
た
り
、
参
拝
者
の
中
の
お
年

寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
々
へ
配
慮
し
た
設
備
を
心

が
け
る
。

３
、
マ
ヤ
夫
人
像
は
元
の
位
置
に
再
安
置
す
る
。

４
、
掘
り
出
し
た
古
代
の
レ
ン
ガ
を
保
護
す
る
た
め
、

新
し
い
レ
ン
ガ
で
覆
う
。

５
、
本
会
派
遣
の
建
築
家
熊
谷
義
信
氏
指
導
に
よ
る
、

ユ
ネ
ス
コ
の
勧
告
を
踏
ま
え
た
、
マ
ヤ
堂
基
本
設
計

案
が
す
で
に
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
が
、
現

在
未
提
出
の
考
古
学
者
上
坂
悟
氏
に
よ
る
遺
跡
関
係

書
類
と
Ｌ
Ｄ
Ｔ
に
よ
る
環
境
関
係
書
類
を
早
急
に
作

成
し
、
ユ
ネ
ス
コ
へ
提
出
す
る
。

６
、
四
月
初
旬
に
開
催
さ
れ
る
ユ
ネ
ス
コ
専
門
家
会

議
ま
で
に
、
事
前
調
査
作
業
・
遺
跡
保
存
作
業
・
マ

ヤ
夫
人
像
再
安
置
堂
建
設
・
シ
ェ
ル
タ
ー
構
造
物
の

建
設
等
の
予
算
と
詳
細
デ
ザ
イ
ン
を
協
力
し
て
作
成

す
る
。

７
、
こ
の
マ
ヤ
デ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
案
が
、
四
月
初

旬
の
ユ
ネ
ス
コ
国
際
科
学
専
門
家
会
議
の
合
議
を
経

た
後
、
五
月
初
旬
よ
り
本
事
業
に
着
工
す
る
。

８
、
本
事
業
の
総
経
費
の
分
担
と
、
完
成
後
十
年
間

の
維
持
管
理
責
任
に
つ
い
て
は
、
全
日
仏
と
Ｌ
Ｄ
Ｔ

と
の
間
に
て
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
合
意
を
目
指
す
。

９
、
全
日
仏
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会
で
の
検
討
を
経

て
、
理
事
会
で
本
事
業
完
遂
の
た
め
の
「
ル
ン
ビ
ニ

ー
・
マ
ヤ
デ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
予
算
計
上
の

承
認
を
得
る
た
め
の
努
力
を
早
急
に
す
る
。

世
界
中
の
仏
教
徒
の
聖
地
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
中
心
で

あ
る
マ
ヤ
堂
修
復
完
成
へ
の
道
程
は
、
ま
だ
ま
だ
困

難
の
連
続
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
全

マ
ヤ
堂
修
復
事
業
運
営
委
員
会
報
告

青
地
敬
水
委
員
長
。
左
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日
仏
が
旗
頭
と
な
り
、
日
本
の
全
て
の
仏
教
徒
の
釈

尊
へ
の
報
恩
心
を
再
度
願
い
、
永
年
の
悲
願
で
あ
る

マ
ヤ
堂
修
復
完
成
へ
向
け
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
何
卒
今

後
と
も
御
支
援
御
指
導
の
程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

合

掌

一
月
二
十
日
、
立
正
佼
成
会
セ
レ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー

ル
で
、
日
本
宗
教
連
盟
主
催
に
よ
る
第
二
回
脳
死
・

臓
器
移
植
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

松
本
文
六
氏
（
天
心
堂
へ
つ
ぎ
病
院
理
事
長
）
が

「
十
例
の
脳
死
・
臓
器
移
植
が
投
げ
か
け
る
諸
問

題
」
と
題
し
て
、
脳
死
に
批
判
的
な
立
場
か
ら
基
調

発
題
を
行
っ
た
。
氏
は
、
移
植
医
療
の
実
例
か
ら
、

倫
理
観
の
欠
如
し
た
移
植
医
の
実
態
を
列
挙
。
情
報

公
開
が
十
分
で
な
い
現
状
、
脳
死
に
基
づ
く
移
植
医

療
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。
そ
し
て
、
今
般
の
脳
死

・
臓
器
移
植
法
見
直
し
に
つ
い
て
厳
し
く
批
判
し
た
。

次
に
�
島
次
郎
氏
（
三
菱
化
学
生
命
科
学
研
究
所

研
究
員
）
が
、「
移
植
医
療
と
再
生
医
療
を
め
ぐ
る

諸
問
題
」
と
題
し
発
題
を
行
っ
た
。
受
精
卵
か
ら
取

り
出
し
た
胚
（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
を
人
工
培
養
し
移
植
す

る
こ
と
で
、
臓
器
移
植
の
需
要
を
満
た
そ
う
と
い
う

再
生
医
療
の
動
向
を
説
明
。
そ
し
て
今
後
は
死
と
同

時
に
生
命
の
始
ま
り
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
宗
教

界
で
議
論
す
べ
き
と
発
言
し
た
。
ま
た
、
生
体
間
移

植
な
ど
に
つ
い
て
規
定
が
な
い
、
現
状
の
脳
死
、
臓

器
移
植
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
。

続
い
て
、
片
山
文
彦
氏
（
花
園
神
社
宮
司
・
医
学

博
士
）、
黒
住
一
昌
氏
（
キ
リ
ス
ト
教
・
群
馬
大
学

名
誉
教
授
）、
松
田
達
夫
氏
（
大
本
生
命
倫
理
問
題

対
策
会
議
事
務
局
長
）
を
交
え
、
宗
教
者
と
し
て
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
べ
き
か
様
々
な
立
場
か
ら
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
二
回
戒
名
（
法
名
）
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員

会
が
、
昨
年
十
一
月
二
十
日
、
明
照
会
館
会
議
室
で

開
催
さ
れ
た
。
四
宗
派
の
委
員
よ
り
資
料
提
供
が
あ

り
、
各
委
員
よ
り
詳
細
に
説
明
が
行
わ
れ
た
。
そ
の

後
、
総
論
部
分
に
織
り
込
む
べ
き
内
容
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
、
ま
た
各
宗
派
担
当
の
各
論
部
分

の
内
容
に
つ
い
て
は
、
次
回
に
各
委
員
が
素
案
を
持

参
し
相
互
に
検
討
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

第
三
回
委
員
会
は
、
二
月
八
日
明
照
会
館
会
議
室

で
開
催
さ
れ
、
文
責
の
所
在
、
総
論
部
分
の
内
容
、

配
布
対
象
等
に
つ
い
て
、
再
度
詳
細
に
検
討
が
行
わ

れ
た
。

本
会
は
、
三
月
二
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
バ
ー

ミ
ヤ
ン
に
お
け
る
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
タ
リ

バ
ー
ン
の
仏
像
破
壊
命
令
に
反
対
す
る
請
願
書
を
、

コ
フ
ィ
ー
・
ア
ナ
ン
国
際
連
合
事
務
総
長
お
よ
び
松

浦
晃
一
郎
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
宛
に
、
本
会
北
條
成

之
理
事
長
名
で
提
出
し
た
。

ま
た
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.jtvan.

co.jp/

〜jbf

）
に
要
請
書
全
文
を
掲
載
。
ネ
ッ
ト
を

通
じ
、
広
く
仏
像
破
壊
中
止
を
訴
え
た
。

ま
た
、
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
Ｗ
Ｆ
Ｂ
）
も
、
同
日

付
で
、
タ
リ
バ
ー
ン
最
高
指
導
者
、
ム
ッ
ラ
ー
・
ム

ハ
ン
マ
ド
・
オ
マ
ル
氏
宛
に
、
仏
像
破
壊
中
止
要
請

書
を
提
出
。
松
浦
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
あ
て
に
も
請

願
書
を
提
出
し
た
。

三
月
二
日
、
吉
橋
総
務
部
長
、
小
島
同
和
推
進
部

長
、
壽
山
社
会
部
次
長
三
名
が
東
京
・
九
段
の
イ
ン

ド
大
使
館
を
訪
問
。Aftab

Seth

駐
日
大
使
に
イ
ン

ド
大
地
震
の
義
捐
金
と
し
て
金
百
万
円
を
寄
託
し
た
。

全
日
本
仏
教
会
加
盟
各
団
体
も
、
物
心
両
面
で
の

精
力
的
な
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。
ま
た（
社
）シ

ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
（
旧
曹
洞
宗
国
際

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

連
絡
先
○
三
―
五
三
六
○
―
一

二
三
三
）
も
救
援
募
金
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

日
本
宗
教
連
盟

第
二
回
脳
死
・
臓
器
移
植
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
仏
像
破
壊
反
対
要
請

イ
ン
ド
大
地
震
義
捐
金
寄
託
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昨
年
十
二
月
四
日
、
本
願
寺
築
地
別
院
に
お
い
て
、

表
記
の
教
化
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
脳
死
・
臓
器
移
植
法
案
が
成
立
後
三
年

を
経
て
見
直
し
の
時
期
を
迎
え
た
こ
と
を
受
け
て
、

仏
教
者
の
対
応
方
法
に
つ
い
て
生
命
倫
理
（
バ
イ
オ

エ
シ
ッ
ク
ス
）
問
題
に
造
詣
の
深
い
大
正
大
学
講
師

の
佐
藤
雅
彦
師
に
、
続
い
て
死
に
直
面
し
て
い
る

人
々
へ
の
終
末
医
療
と
見
取
り
を
、
仏
教
的
見
地
か

ら
ビ
ハ
―
ラ
運
動
と
し
て
、
早
く
か
ら
長
岡
西
病
院

で
実
践
し
て
こ
ら
れ
た
田
宮
仁
先
生
に
講
演
頂
い
た
。

平
日
で
あ
っ
た
が
百
名
以
上
の
熱
心
な
聴
衆
で
一

杯
と
な
り
、
真
剣
な
討
論
が
行
わ
れ
た
。
終
了
後
も

ア
ン
ケ
―
ト
に
貴
重
な
ご
意
見
を
多
数
頂
い
た
。

講
演
内
容
を
今
回
と
次
回
の
二
回
に
分
け
て
紹
介

す
る
。
今
回
は
佐
藤
雅
彦
氏
の
講
演
を
、
紙
面
の
都

合
で
要
旨
の
み
掲
載
す
る
。
（
文
責

社
会
部
）

※

※

※

序
、
問
題
解
決
型
の
バ
イ
オ
エ
シ
ッ
ク
ス
に
学
ぶ

こ
と脳

死
か
ら
の
臓
器
移
植
法
案
が
国
会
で
可
決
さ
れ

て
三
年
が
経
過
し
た
。
賛
成
反
対
の
せ
め
ぎ
あ
い
の

中
で
折
衷
案
と
し
て
三
年
後
の
見
直
し
が
前
提
と
な

り
成
立
し
た
。
そ
の
時
期
が
到
来
し
た
今
、
一
人
の

仏
教
者
と
し
て
こ
の
問
題
に
ど
う
向
う
か
を
述
べ
た
い
。

私
は
自
分
が
脳
死
時
に
は
臓
器
提
供
を
望
ん
で
い

る
が
、
家
人
は
反
対
な
の
で
現
行
法
で
は
臓
器
の
提

供
者
に
は
な
れ
な
い
が
、
世
の
中
全
体
が
臓
器
提
供

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
に
は
異
論
を
唱
え
る
も

の
で
あ
る
。

倫
理
の
問
題
を
論
じ
る
時
、
善
か
悪
か
の
選
択
に

な
る
事
が
多
い
。
世
界
で
初
め
て
生
命
倫
理
の
百
科

事
典
を
作
成
し
た
米
国
ケ
ネ
デ
ィ
倫
理
研
究
所
で
二

年
間
学
ん
だ
経
験
か
ら
言
え
る
こ
と
は
個
々
を
尊
重

す
る
生
き
方
が
必
要
と
い
う
事
で
あ
る
。

一
、
是
非
論
を
脱
皮
す
る
時
期
の
到
来

法
案
施
行
か
ら
一
年
半
の
間
に
九
件
の
脳
死
か
ら

の
臓
器
移
植
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
間
の
仏
教
界
の

議
論
は
布
施
行
と
し
て
の
賛
成
論
、
人
の
犠
牲
を
伴

う
医
療
へ
の
反
対
論
や
脳
死
と
は
臓
器
移
植
を
前
提

と
し
た
死
の
有
り
様
で
あ
り
仏
教
的
な
死
生
観
か
ら

は
脳
死
を
死
と
は
認
め
な
い
等
、
脳
死
や
臓
器
移
植

へ
の
賛
成
・
反
対
の
是
非
論
が
中
心
で
あ
っ
た
。

仏
教
的
死
生
観
か
ら
脳
死
も
臓
器
移
植
も
い
け
な

い
と
い
う
立
場
で
、
臓
器
提
供
者
に
「
間
違
っ
た
死

教教化化セセミミナナーー

「「いいまま、、仏仏教教とと医医療療をを考考ええるる」」
……医医療療ににおおけけるる仏仏教教者者のの役役割割ととはは

（（前前編編））
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の
迎
え
方
」
と
言
え
る
の
か
。
臓
器
提
供
さ
れ
た
人

に
「
間
違
っ
た
生
き
方
」
と
言
え
る
の
か
。
更
に
臓

器
提
供
を
受
け
て
生
き
た
い
と
願
う
人
に
「
い
の
ち

へ
の
執
着
を
捨
て
ろ
」
と
言
え
る
の
か
。

私
は
そ
う
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
是
非

論
か
ら
脱
皮
し
、
個
人
の
主
体
性
や
意
思
を
尊
重
す

る
対
応
を
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

二
、
求
め
ら
れ
る
宗
教
の
「
寛
容
性
」

誰
で
も
、
ど
ん
な
苦
し
み
を
感
じ
て
い
る
人
で
も
、

ど
ん
な
罪
の
中
に
い
る
人
で
も
救
い
が
あ
り
、
安
心

が
得
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
、
そ
の
門
を
広
げ
る
こ
と

が
我
々
宗
教
人
の
本
来
の
姿
で
は
な
い
か
。

仏
教
徒
と
し
て
或
は
宗
派
教
団
と
し
て
ど
の
よ
う

な
立
場
を
と
る
べ
き
か
と
い
う
「
べ
き
論
」
に
執
着

せ
ず
、「
非
論
理
的
な
、
理
路
整
然
と
し
な
い
、
理

屈
に
な
ら
な
い
生
き
方
」
を
も
包
み
込
む
「
寛
容

性
」
が
今
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。

釈
尊
は
個
々
に
対
応
し
て
、
苦
し
み
か
ら
解
放
す

道
を
説
か
れ
た
こ
と
を
想
起
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、「
脳
死
・
臓
器
移
植
法
」
施
行
三
年
目
の
見
直

し
案
の
論
点
に
つ
い
て

�
意
思
表
示
カ
ー
ド
の
な
い
人
々
に
つ
い
て

我
国
の
法
律
が
世
界
で
最
も
厳
し
く
、
更
に
意
思

表
示
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
現
状
の
中

で
臓
器
提
供
を
増
や
す
た
め
に
、
家
族
の
同
意
だ
け

で
臓
器
摘
出
で
き
る
こ
と
に
す
る
こ
と
は
「
善
意
の

意
思
に
よ
る
提
供
」
の
大
前
提
を
壊
し
か
ね
な
い
。

厳
密
な
ル
ー
ル
の
中
、
信
頼
さ
れ
る
行
為
を
積
み

重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。
地
道
な
努

力
に
よ
り
提
供
者
の
人
格
や
意
思
を
尊
重
し
た
上
で

拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�
十
五
歳
以
下
の
子
ど
も
の
提
供
者
に
つ
い
て

現
在
、
十
五
歳
以
下
の
子
供
は
意
思
表
示
カ
ー
ド

を
持
て
な
い
し
臓
器
の
提
供
者
に
も
な
れ
な
い
。

十
五
歳
は
民
法
の
遺
言
が
可
能
な
年
齢
か
ら
き
て
い

る
が
、
国
連
の
児
童
権
利
条
項
の
中
で
子
供
の
権
利

が
謳
わ
れ
て
い
る
の
で
、
子
供
に
も
意
思
表
示
カ
ー

ド
を
持
た
せ
た
ら
と
い
う
議
論
が
あ
る
。

で
は
我
が
子
に
自
分
の
死
を
想
像
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
だ
ろ
う
か
。
そ
の
時
子
供
か
ら
「
死
ん
だ
ら
、

ど
こ
に
行
く
か
」「
ど
う
な
る
か
」と
問
わ
れ
て
十
分

対
応
で
き
る
親
が
ど
れ
程
い
る
か
。
ま
た
自
分
の
死

を
考
え
て
不
安
に
な
る
子
供
達
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。

子
供
に
意
思
表
示
を
さ
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
子
供

の
命
を
親
が
全
て
判
断
し
て
良
い
だ
ろ
う
か
。
子
供

の
命
は
全
て
親
に
委
ね
ら
れ
て
は
い
な
い
。
別
の
人

格
で
あ
り
、
仏
教
徒
な
ら
ば
仏
様
か
ら
の
賜
り
も
の

で
あ
る
命
を
持
つ
ひ
と
り
の
人
間
で
あ
る
。

急
ぎ
過
ぎ
て
、
親
が
子
供
の
臓
器
を
売
買
す
る
よ
に

な
ら
な
い
よ
う
議
論
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

四
、
い
の
ち
を
見
守
る
門
番
と
し
て

宗
教
家
の
な
す
べ
き
こ
と
は
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

「
い
の
ち
」
が
大
切
に
さ
れ
て
い
る
か
、
し
っ
か
り

確
認
す
る
こ
と
で
あ
り
、
多
様
な
価
値
観
が
尊
重
さ

れ
て
い
る
か
、
個
別
性
と
社
会
の
動
向
を
見
守
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
具
体
的
な
施
策
と
し
て

�
医
療
の
側
か
ら
選
択
肢
を
与
え
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、
寺
院
・
学
校
・
地
域
で
様
々
な
現
場
に
即
し
た

「
こ
う
生
き
た
い
」
と
主
張
で
き
る
よ
う
な
「
い
の

ち
の
教
育
」
の
提
供
す
る
こ
と
。

�
仏
教
界
と
し
て
全
仏
や
宗
派
を
超
え
た
機
関
で
横

断
的
な
共
有
で
き
る
教
え
を
元
に
專
門
委
員
を
設
け
、

例
え
ば
厚
生
省
の
審
議
会
へ
の
意
見
表
示
や
、
各
病

院
や
都
道
府
県
等
の
各
地
域
単
位
の
倫
理
委
員
会

等
々
の
チ
ェ
ッ
ク
機
構
に
参
画
す
る
人
材
の
推
薦
や

派
遣
を
行
な
う
こ
と
。

終
わ
り
に

こ
の
問
題
は
高
度
な
先
端
医
療
を
持
つ
現
代
社

会
が
「
仏
教
が
現
実
の
社
会
の
中
で
生
き
て
行
く
上

で
心
の
杖
や
柱
に
成
れ
る
か
」
を
問
う
て
い
る
こ
と

で
は
な
い
か
。
今
後
も
遺
伝
子
操
作
等
の
問
題
が
発

生
し
て
く
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
宗
教
者
ひ
と
り
ひ

と
り
が
自
分
の
問
題
と
し
て
受
け
止
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

佐藤 雅彦師

２００１年４月１日
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二
月
二
十
三
日
、
大
本
山
増
上
寺
を
会
場
に
、
全

日
本
仏
教
青
年
会
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

○
時
四
十
五
分
よ
り
、
大
殿
で
第
一
部
の
記
念
法

要
が
行
わ
れ
、
須
藤
大
恵
全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事

長
の
挨
拶
、
会
場
提
供
の
増
上
寺
代
表
挨
拶
に
続
き
、

本
会
、
西
村
事
務
総
長
が
来
賓
挨
拶
を
行
っ
た
。
続

い
て
各
宗
派
の
法
要
が
多
く
の
青
年
僧
出
仕
の
も
と

厳
粛
に
行
わ
れ
、
世
界
平
和
を
祈
念
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
、
大
殿
下
の
三
縁
ホ
ー
ル
で
第
二

部
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
パ

ネ
リ
ス
ト
に
草
野
栄
應
（
仏
教
情
報
セ
ン
タ
ー
事
務

局
長
）、
笹
田
知
璋
（
聖
路
加
国
際
病
院
医
師
）、
井

上
雅
祥
（
日
本
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
テ
ラ
ピ

ー
協
会
代
表
）、
木
曾
隆
（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
長

永
寺
住
職
）、
大
崎
信
久
（
浄
土
宗
安
福
寺
副
住

職
）
の
各
氏
を
、
司
会
に
松
田
輝
雄
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
迎
え
、「
癒
し
」
を
テ
ー
マ
に
様
々
な

角
度
か
ら
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

夕
刻
に
は
、
隣
接
す
る
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

会
場
を
移
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
盛
会
で

あ
っ
た
。

―
三
月
―

二
日

局
内
会
議

六
日

宮
崎
県
仏
教
会
総
会
出
席

七
日

法
律
相
談
室

十
二
日

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

十
五
日

局
内
会
議

十
六
日

戒
名（
法
名
）リ
ー
フ
レ
ッ
ト
作
成
委
員
会

二
十
二
日

法
律
相
談
室

二
十
四
日

念
法
眞
教
燈
主
本
葬
儀
参
列

二
十
七
日

仏
教
と
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ミ
ナ
ー

小
倉
霊
現
師

二
月
十
六
日
遷
化

八
十
歳

念
法
眞
教
燈
主

全
日
仏
青
全
国
大
会

増
上
寺
大
殿

で
の
各
宗
法
要

二
〇
〇
一
年
四
月
一
日
発
行

四
月
号

第
四
六
七
号

「
癒
し
」
を
テ

ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

発
行
人

西

村

輝

成

発
行
所

財
団
法
人

全

日

本

仏

教

会

哀

悼

花
ま
つ
り
新
ポ
ス
タ
ー
完
成

本
会
が
毎
年
頒
布
し
て
お
り
ま
す
、
花
ま
つ
り
の

ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
完
成
し
ま
し
た
。

価
格
は
従
来
通
り
、
一
枚
百
円
で
、
送
料
は
実
費
ご

負
担
下
さ
い（
着
払
）。
お
申
し
込
み
は
五
枚
以
上
で
、

本
会
事
務
総
局
ま
で
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
三
―
三
四
三
七
―

三
二
六
〇
）
あ
る
い
は
ハ
ガ
キ
で
お
願
い
し
ま
す
。

本
会
を
紹
介
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
和
英
併
記
）

ご
希
望
の
方
は
本
会
事
務
総
局
（
電
話
○
三
―
三
四

三
七
―
九
二
七
五
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

本
会
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
完
成

〒
一
〇
五
―
〇
〇
一
一
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
―
七
―
四

電
話
〇
三（
三
四
三
七
）九
二
七
五

（たて５９４�×よこ４２０�）
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